
　　　令和５年度　国立大学法人鳴門教育大学契約監視委員会議事概要

令和６年３月１日(金)

鳴門教育大学本部棟入札室

委   員 田中　浩三 （弁護士）

委   員 井関佳穂理 （鳴門教育大学監事・公認会計士・税理士）

委員長 栗尾　勇 （鳴門教育大学監査室長）

令和５年１月１日～令和５年１２月３１日

１１件 〇議事

一般競争契約（政府調達契約） １件 　　　審議対象期間の契約実績の中から1１件を抽出し、

一般競争契約（政府調達契約を除く） ８件 　 審議を行った。

指名競争契約 ０件 　    審議案件毎に，契約担当部署から契約の概要説

随意契約 ２件 　 明を受けた後，質疑応答が行われた。

意見・質問

別紙のとおり

特に問題はなかった。委員会による意見の内容

回　　　答

別紙のとおり

開催日及び場所

審議対象期間

審議案件

出席委員

委員からの意見・質問及び
それらに対する回答



別紙

○全般について

・予定価格の積算はどのような方法で行っています
か。

・主に本学及び他大学へ照会した契約実績、積算用雑誌等により本学
で積算した価格と業者からの参考見積書を比較し、予定価格を算出し
ています。

・落札率が１００％となっている契約で、落札率が
１００％となった根拠・理由は何ですか。

・市場調査をした上で予定価格を算出していますが、結果的に予定価
格と業者の見積額が同額であったためです。

1 EBSCOhostオンラインデータベースの利用

・前年度契約金額から高くなっていますが、契約金額
は先方からの言い値なのでしょうか。

・物価上昇の影響もありますが、電子ジャーナルの価格交渉について
は、本学に限らず他の国公私立大学法人においても非常に苦労をして
いるというのが実情で、文部科学省からは各大学が単独で契約を行う
のではなく、機関と機関が連携をして交渉してはどうかといった提案が
あります。

2 監査契約

・２年後の契約更新の際の公募に向けて、参加者の増
加が見込める方策（応募資格、周知方法等）について
は引続き検討をしてはどうか。

・今後、検討します。

○全般について

・予定価格の積算はどのような方法で行っています
か。

・主に本学及び他大学へ照会した契約実績、積算用雑誌等により本学
で積算した価格と業者からの参考見積書を比較し、予定価格を算出し
ています。

・一者応札であった契約の理由を詳しく説明してくださ
い。

・入札公告等により広く周知し、出入り業者にも参加を要請しましたが、
結果的に一社しか応募がなかったためです。

・入札説明会参加者の入札への不参加理由の聞き取
り調査は行っていないのですか。

・聞き取り調査は行ってます。「本学の仕様を満たすことができないと判
断したため参加しなかった。」と聞いています。

・入札参加者が増加するよう、仕様書のあり方、周知
方法等については、他大学での方法を調査するなど、
検討してはどうか。

・今後、検討します。

1 学修経過・成果可視化システム構築業務

・個別には意見・質問等はなかった。

2 事務用ディスプレイ更新

・個別には意見・質問等はなかった。

3 健康管理システム

・個別には意見・質問等はなかった。

4 鳴門教育大学共通研究E棟改修工事に伴う移転作業
請負

・県内業者からの応募はなかったのですか。 ・県内業者から応募はありましたが、結果的に県外業者が落札したもの
です。

5 附属学校園電子黒板

・個別には意見・質問等はなかった。

6 「新たな教師の学び」に対応したオンライン研修コンテ
ンツ開発業務

・個別には意見・質問等はなかった。

7 電子決裁・文書管理システム

・個別には意見・質問等はなかった。

意見・質問等 回答

議題１ 競争性のない随意契約おける随意契約理由及び落札
率が高い案件の妥当性について

議題２  一般競争入札で１者応札であったもの及び落札率が
高い案件の妥当性について



別紙

意見・質問等 回答

8 教員の「個別最適な学び」のための受講奨励支援シス
テムの開発業務

・個別には意見・質問等はなかった。

9 附属学校園授業支援・カメラシステム

・AIで感情の分析ができるカメラシステムということなの
で、保護者への説明は行っているのですか。

・保護者に対して、肖像権等に配慮しながら本学の教育・研究に活用す
ることを説明しています。


